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（2）ビジネスを持続可能にするSDGsを！
奴間　伸茂＊

持続可能な社会の実現を目指すSDGs

*　塗料塗装技術研究所　代表

１．はじめに
　本誌「パウダーコーティング」誌、2021 年夏季号
から、秋季号、2022 年新年号、および春季号と、４
回にわたって持続可能な社会の実現を目指す SDGs に
ついて執筆させていただく機会を得た。前号の夏季号
では以下について紹介した。
● SDGs 誕生の背景、経緯
● SDGs の 17 のゴール、および各ゴールの 169 のター

ゲットと実施手段
「パウダーコーティング　2021 年夏季号」（Vol.20 No.3

／2021年7月 発行）は、JAPCA（日本パウダーコーティ
ング協会）のホームページでいつでも閲覧できる。ぜ
ひ活用していただきたい。
　私自身は、SDGs を塗料、塗装業界にとって最重要
課題である気候変動対策を何としても、緊急に打ち立
てるために世界各国共通で使える「羅針盤」（1）、「道
しるべ」（2）として役立たせたいと考えている。
　この秋季号では、塗料・塗装業界の重要なユーザー
である自動車メーカーの SDGs に関わる取り組みを先
ず紹介する。次に一般工業製品の塗装仕様と環境対応
～将来塗装仕様について紹介する。原料メーカーを代
表して添加剤メーカーの取り組みを紹介する。最後に
塗料・塗装に携わる我々は如何に SDGs に取り組むべ
きか考えていきたい。
　但し、一度にあらゆる面から、大きな課題を考える
のではなく、問題を絞って一つ一つ最善のカーボンフ
リー : 脱炭素を目指す方策を考えたい。本号では塗料
を塗装する場面においてカーボンフリー：脱炭素を目
指すことを考える。したがって、塗料の製造～流通な
どは別の機会に考えたい。

２．脱炭素～自動車メーカーの取り組み
　自動車各社は本気で脱炭素に取り組んでいらっ
しゃる。ごく一部のみ紹介させていただく。

　2.1　トヨタ自動車の取り組み
　トヨタ自動車は 2021 年６月 11 日、世界の自社工場
で二酸化炭素：CO2 の排出を 2035 年までに実質ゼロ
にする目標を発表した（3）。具体的には以下のような
塗料・塗装にかかわる事例が提起されている。

【事例１】 	飛散しない塗装～最小の塗料で最大の塗布
効率

　・塗着効率：70％→ 95％
　・コンパクトな塗装ブース

【事例２】	塗装工程レス（プレス内着色）
　・	ポイントは、プレス成形＋型内着色＝インモー

ルドコーティング
【事例３】	塗装レス（シール化）
　・シールで塗装レス ⇒ カーボンニュートラルとお

客様のワクワクを両立
【事例４】KINTO の中古車リノベーション～リノベー

ション技術でお客様に自分だけの１台を、
循環型社会実現にも貢献

　・好みの色に（ボデーペイント調色技術）
　・タイヤリボン（インクジェットプリント）
　【事例１】に関して、トヨタ自動車の谷 真二氏は「超
高塗着エアレス塗装システムの開発」で詳しく述べ
ていらっしゃる（4）。谷氏らは 50 年以上も変わらない
塗装の加工点を大変革し、塗装業界の念願である『塗
装の景色を大きく変える』こと、またその先の塗着
効率 100％をも見据え、この革新塗装システムの開発
を 2015 年に始められ現在も継続開発をなさっている。
カーボンニュートラルを目指す熱意がヒシヒシと伝
わってきた。谷氏は、「さらにこの超高塗着エアレス
塗装技術については、今後他社様、他業界様への展開
も視野に入れ、将来のカーボンニュートラルに向けて、

『塗装業界』全体での環境負担軽減活動に貢献してい
く計画である」（図１）と述べていらっしゃる。素晴
らしいことである。
　トヨタ自動車は SDGs への取り組みについて各ゴー
ル毎に具体例を挙げ分かり易く解説している（5）。参
考にしていただきたい。

　2.2　日産自動車の取り組み
　報道各紙によると、日産自動車は 2021 年 10 月８日
に、2050 年に世界の工場で製造時の CO2 の排出量を

図１　超高塗着エアレス塗装技術の適用拡大計画
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ゼロにすると発表した。石油など化石燃料を使う生産
設備をすべて電動化し、電力は工場に設置した太陽光
発電など再生可能エネルギーでまかなうとしている。
バイオエタノールや水素などの代替燃料を使った発電
システムも導入するとのことである。
　日産は本年１月に原材料の採掘から車の製造、廃棄
までライフサイクル全体で 50 年までに CO2 排出量で
実質ゼロ（カーボンニュートラル）を目指すと発表し
ている（6）。その一環で製造時の温暖化ガスを排出ゼ
ロにしていく。生産設備の電動化に加え、太陽光発電
や風力などの再エネを活用する。またバイオエタノー
ルや水素などでつくった燃料電池を使って発電し、電
力の自給自足を進める。
　50 年までの中間地点にあたる 30 年には、19 年に比
べ４割削減する。
　塗装関係では、新たな塗装設備も導入し、車体やバ
ンパーを同時に塗るなどしてエネルギー効率を上げる
計画である。日産は 2005 年から 2019 年まで車１台当
たりの CO2 を 30% 削減し、2019 年を起点に削減率を
検討したとしている。
　なお、SDGs に関して、ゴール毎に日産自動車のア
プローチを簡単に紹介している（7）。

　2.3　本田技研工業の取り組み
　本田技研工業も Honda サステナビリティレポート
においてゴール毎に取り組み内容を紹介している（8）。
　二輪事業本部の都築　正世氏は（一社）日本塗装技

術協会主催の第 12 回　塗装入門講座の特別講演「夢
の塗装工場を求めて」でこれからの「カーボンニュー
トラルへの対応」に必要となる技術として「塗着効率：
TE100％」、「乾燥レス」「代替え加飾技術」を挙げて
いらっしゃる（9）。これらによる CO2 の大幅削減技術
は 1990 年後半から進められてきた CO2 削減技術の単
なる延長線上にはない（図２）。

３．一般工業製品分野の動向
　前節では自動車産業における脱炭素の取り組みの一
部を紹介したが、塗料はあらゆる産業分野で使われて
いる（図３）（10）。
　一般社団法人 日本塗料工業会の調査によれば自動
車ボディ以外の工業製品（一般工業製品）向け塗料の
全出荷量に占める割合は 21％である（2019 年度）。
　需要業種分野別塗料出荷量の推移を図４に示す（10）。
非ハイソリッド溶剤系塗料、ハイソリッド溶剤系塗料、
水系塗料、粉体・無溶剤系塗料、その他の塗料の大ま
かな割合も知ることができる。一般工業分野では、建
築資材を除いて水性の比率が低い。一方、粉体比率が
比較的高い。
　一般工業分野における低 VOC 塗料の内訳をみる
と電気・家電、建設・産業機械、金属製品向け塗料
では水性塗料より粉体塗料の割合が多くなっている 

（図５）（10）。
　日本工業塗装協同組合連合会の鈴木　譲氏は「一般
工業製品の塗装仕様と今後の塗料動向」で様々な業界

図２　社会ニーズと技術動向（9）
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図３　国内産業分野別塗料出荷量

図４　需要業種分野別塗料出荷量の推移（赤字は一般工業分野）
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の塗装仕様について現状及び課題、将来塗装仕様、お
よび塗料の方向性、環境対応技術について丁寧に調べ
上げた。各業界における脱炭素を推進する上で大いに
参考になる。今後の環境対応についてポイントを引用
させていただく。
●建設機械・運搬機
　・	ウレタン塗料のハイソリッド化、ワンコート化
　・	可能な部位から粉体化、水性化
　・	建機キャビンメーカーでは、エポキシ電着（低温・

エッジカバー対応）～粉体塗料（低温焼付け化）
●農業機械
　・	エポキシ電着（エッジカバー・入り込み改善）～

高耐候性上塗り（水性化は遅い）
　・	ボンネット・キャビンの粉体化（低温硬化型）
●配電盤・変圧器
　・	膜厚確保（60 μm 程度）と防食性の高レベルでの

両立→電着～粉体仕様が標準になりつつある。
　・	電着、粉体とも低温硬化指向（素材が厚い）
　・	オーダー色は水性焼付け塗料か？
●鋼製家具・家電
　・	水性化より粉体が先行する。仕上がり、コストが

課題
　・	「環境対応型塗料」がセールスポイント。
　　粉体塗料、しかも低温硬化型にして低価格
　・	脱ライン塗装化→プレコートメタルの適用
●車両・架装
　・	大型電着槽の問題（ターンオーバー遅い→塗料劣

化、電力浪費＝ CO2 増）の抜本改良→省エネ電
着（塗料循環の省エネ化～撹拌再開後即塗装可能
に）

図５　一般工業分野における低VOC塗料の内訳（比較のため自動車・車両分野も示した）

　・	低温硬化型電着（CO2 発生抑制）
　・	水性２液ウレタンが使われてよい分野（試験塗装

は長い間実施されている）
　・	省エネ電着～高仕上がり水性ウレタン塗装系
　・	更なるデザイン性、鮮映性が要求される。
　・	ポリエステルパテの脱スチレン化

４．原料メーカーの取り組み
　塗料に不可欠な原材料である添加剤のメーカーは
SDGs にどのように取り組んでいるか？
　筆者はビックケミー・ジャパンの若原章博氏に、

「SDGs 目標達成に向けた材料とシステム開発への
コーティング用添加剤の寄与」と題して存分に語って
もらい、質疑応答の時間を十分に確保し、徹底的にディ
スカッションする企画を立てた（11）。
　若原氏は、「本講演では SDGs 目標達成にコーティ
ング用添加剤で何ができるかを考えてみたい。塗料製
造から塗布乾燥のプロセスの中で、顔料分散安定化・
表面調整・レオロジーコントロールなどの添加剤技術
が用いられている。環境負荷低減を考えた時に、第一
に添加剤そのものをより安全な材料にすること、第二
に配合物とその製造・加工プロセスへの寄与、第三
に最終製品の廃棄がポイントと思われる。添加剤メー
カーとして、BYK でこれらの課題にどのように取り
組んでいるかを紹介する。あわせて皆様から塗料・塗
装のアイデアを伺いたい」と意気込みを語っている。
具体的な話のポイントは下記の通りである。
1）	コーティング材の製造・塗布・乾燥のプロセスで

の課題と添加剤
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2）	添加剤の役割・機能と構造
　・	顔料分散剤、表面調整剤・消泡剤・レオロジーコ

ントロール剤と環境負荷低減
　・	水性・２K・UV 架橋系向けの開発
　・	放熱材料の分散
　・	木質繊維の利用と課題
3）	塗料以外のコーティングテクノロジーを眺める
　・	カラーフィルターでの微分散安定化と作業性
　・	インクジェットでの分散と塗布性
　・	電池分野でのカーボン・CNT（カーボンナノ

チューブ）の分散、電池特性
4）	工程短縮やプロセスの生産性向上
　・	ユニバーサルカララントの考え方
　・	添加剤による超親水性と素地表面の高極性化によ

る濡れ性の向上
5）	再生産可能原料、生分解性の添加剤の開発例
　・	触感を変えるバイオプロダクトのソフト粒子
　塗料開発者、塗装技術者だけでなく塗料・塗装ビジ
ネスに携わる全ての皆さんに聴いていただき、ディス
カッションに参加していただき添加剤に対する理解を
深め、より効果的な活用を考えていただきたい。

５．脱炭素で世界をリードしよう
　以上、本稿をまとめるにあたって我々のゴールを確
認しよう。
　やはり塗料・塗装ビジネスに携わる我々にとって何
といっても最重要かつ緊急を要するものはゴール 13
である。
　ゴール13　気候変動に具体的な対策を

気候変動及びその影響を軽減
するための緊急対策を講じる

　ゴール 13 で立てた対策、すなわち脱炭素を可能に
する塗料・塗装システムは持続可能な生産消費形態が
確保されたものでなければならない。
　ゴール12　つくる責任つかう責任

持続可能な生産消費形態を確
保する

　ゴール 13 を確かなものにするには、ゴール 9 の基
盤作りが欠かせない。国においても個々の企業におい
ても。
　ゴール９　産業と技術革新の基盤を作ろう

強靱（レジリエント）なイン
フラ構築、包摂的かつ持続可
能な産業化の促進及びイノ
ベーションの推進を図る

　我が国の自動車メーカー各社は CO2 の排出を実質
ゼロにする取り組みをスタートしている。前述したよ
うにトヨタ自動車は 2035 年までに実質ゼロにする目
標を掲げて取り組んでいる。
　一般工業製品分野でも環境対応のための課題は明確
になっているようだが、低温硬化型粉体塗装や高仕上
がり水性 2 液ウレタン硬化塗料の開発達成のためには
塗料メーカー、塗料原材料の供給メーカー、塗装機メー
カー、塗装設備メーカー、もちろん顧客企業との連携、
協業が不可欠である。
　しかし、考えてみれば、

●硬化温度の低温化
　特に粉体塗装系、電着塗装系における硬化温度

の低温化
●水性 2 液ウレタン硬化系の高仕上がり化
●より安価な粉体塗料の開発

などは、それこそ何十年にもわたって検討を重ねてき
た課題である。したがって、従来の研究・開発のやり
方を抜本的というか革命的に変えなくてはいけない。
　革命的な手法が人工頭脳：AI、進化した IT 技術の
活用：DX なのだろう。そのためにはこれまでとは異
なる分野の技術者等との協業が不可欠になる。
　すなわち、ゴール 17 である。
　ゴール17　パートナーシップで目標を達成しよう

持続可能な開発のための実施
手段を強化し、グローバル・
パートナーシップを活性化す
る

　協業する相手は国内に限定してはいけない。
　今一度、皆さんの脱炭素に関わる開発テーマを見直
し一刻も早く脱炭素を実現していただきたい。

参考文献
	（1）	南 博、稲場雅紀：「SDGs―危機の時代の羅針盤」、

岩波新書、(2020)
	（2）	蟹江憲史：「SDGs（持続可能な開発目標）」中公新書、

(2020)；本のキャッチコピーに、“ポスト・コロナの
道しるべ”とある。

	（3）	岡田政道（トヨタ自動車株式会社 執行役員 Chief 
Production Officer）：「未来を拓く大切なものづくり」、 
https://global.toyota/pages/news/images/2021/ 
06/11/1530/20210611_01_01_jp.pdf

	（4）	谷 真二：塗装工学、56(8)、 298-309 (2021)
	（5）	トヨタの SDGs、https:/global.toyota/jp/sustainability/

sdgs/
	（6）	日産自動車、2050 年カーボンニュートラルの目標を

設定、https://global.nissannews.com/ja-JP/releases/ 
210127-01-j

	（7）	日産の SDGs への貢献、https://www.nissan-global.
com/JP/SUSTAINABILITY/REPORT/SDGS/

	（8）	Honda の取り組みと SDGs、https://www.honda.co. 
jp/sustainability/report/pdf/2021/Honda-SR-2021-
jp-022-024.pdf
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	（9）	都築正世：「夢の塗装工場を求めて」、（一社）日本
塗装技術協会　第 12 回　塗装入門講座　特別講演

（2021 年 10 月 8 日、予稿集は入手可能）、http://
jcot.or.jp/nyumon-r03.html

（10）鈴木 譲：「一般工業製品の塗装仕様と今後の塗料
動向」、（一社）日本塗装技術協会　第 12 回　塗装
入門講座（2021 年 10 月 8 日、予稿集は入手可能）、

http://jcot.or.jp/nyumon-r03.html　
（11）若原章博：「SDGs 目標達成に向けた材料とシステ

ム開発へのコーティング用添加剤の寄与」、（一社）
日本塗装技術協会　第３回　プロフェッショナル
セミナー（2021 年 12 月 2 日、WEB 開催）、http://
jcot.or.jp/professional-3.html
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一般社団法人国際工業塗装高度化推進会議（IPCO）ご紹介

トピックス

　平素は当社団へのご理解、ご協力を賜り誌面をお借
りして厚く御礼申し上げます。一般社団法人国際工業
塗装高度化推進会議（以下 IPCO）は、2007 年に立ち
上げた「工業塗装高度化協議会」を原点とし、塗装業
界を横断する各分野の専業エンジニアが結集した「個
の技術集団」をベースとしています。メンバーには、
塗装企業、塗料メーカー、塗装機器メーカー、塗料販
売店の現業部門から、自治体、大学、研究機関そして
先端技術分野からも参加いただき、次世代に向けた現
場実験的な活動を進めております。
　社団法人化し４年を経過した本年度は坂井秀也技術
士（日本工業塗装協同組合連合会技術顧問）が新た
に理事長に就任し、脱炭素社会、DX 化などの工業塗
装も直面する課題に対応するため体制を一新しました

（図１参照）。
　新体制を含め IPCO について改めてご紹介したいと
思います。

１．発　足
　大気汚染防止法の改正により VOC 排出規制が実
施され、工業塗装業としての取組みを検討するため
2007 年に日本工業塗装協同組合連合会と日本塗装機
械工業会により「工業塗装高度化協議会」が発足しま
した。

　その後、サポーティングインダストリー（戦略的基
盤技術高度化支援事業）につながる「特定ものづくり
基盤技術」へ“塗装”を指定していただくよう働きか
けを行い 2012 年４月に塗装技術として指定され、現
在は表面処理技術に包括され認められています。
　種々の環境問題等取り組むべき課題が増加の一途を
たどるなか、様々な分野にわたる幅広い力（知識と行
動）の結集、グローバルな知見が必要となることから、
関係する企業・団体・行政のみならず個人を含めた
ネットワークを広げることが急務となりました。この
ため、業界団体の枠組みを超えた人的ネットワークを
保持し、独立した活動の展開をするために、2013 年
９月に名称を国際工業塗装高度化推進会議に改め、新
たな活動を開始しました。
　活動領域を拡大すべく 2017 年 10 月に一般社団法人
化し現在に至ります。

２．目　的
　IPCO と は「International Promoting Council of 
Industrial Coating」の略称です。文字通り、工業塗装
を国際的な視野と広がりの中でレベルアップさせるた
めに幅広く活動を行うことを目的としています。
　工業塗装の高度化には業界はもちろん、学術界、行
政などからの幅広い参画が必須であり、理論的な議論

図１　IPCO2021役員構成
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だけでなく、実効力、実証力そして検証力をその最も
重要な活動の推進力として活動して行く必要があると
考えています。
　SDGs 目標 17 には、「持続可能な開発手段を強化し、
グローバル・パートナーシップを活性化する」とあり
ます。私たちは、まさに業界団体の枠組みを乗り越え、
力を結集する時であると考えます。

３．活動テーマ
　活動の核は「工業塗装の高度化」です。IPCO の考
える高度化とは、工業塗装産業が地球環境に与える負
荷をいかに少なくし資源を有効に活用するかについて
議論し、研究、検証し、実行することを指します。
　現在、地球規模で問題化されている温暖化による
気候変動に対して、工業塗装での脱炭素、VOC 削減、
省エネは喫緊の課題です。また、少子高齢化により労
働人口が減っていく中、工場内の作業環境の改善、工
場内の自動化・DX 化も重要な課題であり、これらの
課題に取り組む活動を展開します。
　同時に、工業塗装産業がいかにモノづくり産業全
てに対し必要不可欠で大きな役割を担っている基盤
技術であるかについて社会的認知度向上を目指し、塗
装技術の有効性を積極的に社会に発信し正しい認識を
持っていただく行動をとっていきます。

４．活動内容
　 具 体 的 な 活 動 内 容 は、 合 同 会 議、 委 員 会、
IPCOSTUDY に分けられます。それぞれについて説
明します。
合同会議

３委員会（塗装技術革新委員会・塗装環境委員会・
塗装ネットワーク委員会）からの報告、各方面か
らの新製品・新情報の発表を軸に関係者との意見
交換の場です。２ヶ月に一度開催しています。（会
員外参加可能）

委員会
会員は、希望の委員会に所属いただき各委員会に
おいて工業塗装の高度化を目標とし、各種課題を
解決し SDGs の実現を図ります。

塗装技術革新委員会
主なテーマ：⾃動化・ロボット、ゼロカーボン
専門家の参画による技術革新を根本として、塗装
関係団体との協働を図り、現場に直結する塗装技
術の革新を実践します。

塗装環境委員会
主なテーマ：ゼロカーボン、LCA 推進
業界内外から専門家の知見を集め、 製造から廃棄ま
で工業用塗料・塗装を取り巻く環境問題、脱炭素
化への解決を図ります。

塗装ネットワーク委員会
主なテーマ：デジタル化、業界内・他団体連携工
業塗装の付加価値を生む活動を推進し塗料・塗装
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業界への受発信基地となり、業界の新たな文化構
築をめざします。

（各委員会の開催は不定期です。）
IPCOSTUDY

塗装事業者・塗料メーカー・塗料商社・塗装設備メー
カー・塗装発注者、これら工業塗装に関わる５つ
の立場の皆さま向けに、相互にとって有益と思わ
れる事柄について、考え、学ぶ「機会」を提供す
る場となることを目指します。２ヶ月に一回程度
開催しています。

（会員外参加可能）

　人類がもたらした地球環境のダメージ回復を全世界
で取り組んでおり、国から個人に至るまで SDGs によ
る具体的な活動が行われています。IPCO においても、
事業活動の目標として工業塗装業界における課題に挑
戦し、その実務成果を世界へと展開していきたいと考
えています。
　その課題には、塗料類の安全安心を追究し、塗装
工場の内外で既に実施されている環境改善などから、

「匠」と「AI」の融合化による塗装品質や塗装テクニッ
ク、そして情報技術の活用による作業システムなどが
あり特にグリーンディールの未来工場を作るため、こ

こに IPCO の持ち味である「製販装」や「学際・業際」
とのネットワークの存在をさらに深化していきます。
　塗装は、社会生活にさりげなく浸透しており、その
役目はあらゆる産業と結びついています。その必要不
可欠な高機能塗膜を活かすためには、原材料や作業プ
ロセスなど理化学分野から管理分野までの広い技術領
域が関与しているため、スペシャリストやゼネラリス
トおよびエンジニアリング部門も参加し、それぞれの
テーマにより集合と分散を繰り返して、多様な要求に
挑戦していきます。

５．新運営
　今年度より活動をオンライン・オフライン共用する
ことになり団体会員の人数制限枠を撤廃しました。パ
ウダー協会員の皆様にはいつでも IPCO に参加いただ
けるようになりましたので、IPCO の活動をご理解い
ただくとともに、工業塗装を持続可能な産業として維
持していく仲間として気軽に参加いただくようお願い
いたします。
　IPCO では工業塗装にかかわる皆様に広くアンケー
トを実施しています。気軽にお答えいただけますので
HP よりご回答いただけますようお願いいたします。
IPCO HP：https://www.ipco.or.jp/
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国際フロンティア産業メッセ2021出展報告
戸﨑　寿人 *

トピックス

　2021 年９月２日、３日に神戸国際展示場に於いて
開催されました国際フロンティア産業メッセ 2021 に
出展させて頂きましたことについてご報告させて頂き
ます。
　この展示会の開催概要は、「企業や大学・研究機関
による先端技術の紹介や新事業創出の基盤となる製品
展示を中心に、基調講演、特別講演、各種セミナーや
交流会など多彩なプログラムを展開し、技術交流・ビ
ジネスマッチングを進める機会を提供します」となっ
ており、主催は国際フロンティア産業メッセ実行委員
会となっておりますが主導しているのは、兵庫県・神
戸市・（公財）新産業創造研究機構・（公財）ひょうご
科学技術協会・（公財）ひょうご産業活性化センター
他等です。
　この展示会は、西日本最大級の産業総合展示会とい
うことで 2004 年から開催されているようで、今年は
新型コロナウイルス感染拡大のため、緊急事態宣言中
ということもあり中止が危ぶまれましたが開催決行と
いうことで、当日は若干の出展社の辞退はあったよう
ですが、368社・団体の 420小間で開催され 1日目の
入場者数が雨天にも関わらずに約 3,900 人、2日目が
約 3,200 人となり昨年の入場者数約 1万人には及びま
せんでしたが無事に会期を終了しました。
　弊社は、本年度に初出店させて頂くということでど
のような雰囲気で開催されているのか？不明な中でし
たが、新規顧客の発掘と市場調査を目的に参加を決定
しました。
　本年度の開催ではSDGsを推進している企業はブー
スにその旨を掲示するということで会場でも定期的な
放送案内を行い、会場入り口にも掲示されておりまし
たので改めてSDGsが市場から求められていることを
認識しました。
　弊社のブースにも沢山の来客者に来て頂きました
が、「塗装における SDGs 対応とは？」等の SDGs 及

*　戸﨑産業株式会社　代表取締役
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び環境対応塗装について多くの質問を頂きました。
　また、「業界トップレベル塗装のご提案と我が社の
SDGsの取り組み内容」というタイトルで 15分間の
出展者プレゼンテーションもさせて頂き、聴講者も
20人でしたが満席となり全プレゼンテーション中で
最も多い人数となりました（全員が客先様及び仕入先
様等でしたが・・・）。
　展示物としては、SDGs＆環境配慮型塗装としては
粉体塗装を、機能性塗装としてコロナウイルス感染対
策品として抗ウイルス塗装をメインに展示させて頂き
ましたところ色んなご質問を頂きました。その中で、

粉体塗装に関するご質問では「粉体塗装をしたいのだ
けど生産数が少ないのでできない」とか、そもそも粉
体塗装とは何？といった質問があり、今は、少量でも
塗料メーカーの標準在庫品を購入することができるこ
とや粉体塗装の利点等を説明させて頂きまして少しで
も粉体塗装を理解して貰えたのではないかと思いまし
た。
　今回の展示会で新規案件として３社からの検討依頼
を頂くことができました。
　その中で、全く粉体塗装を知らなかった会社から
は溶剤塗装で検討中の案件を粉体塗装に変更して頂
くことになりました。また、あるメーカーの担当者は
SDGsに取組んでいる会社からの調達を進めたいとの
話を頂き、後日に面談を頂き検討を頂くことになりま
した。
　また、我々が思いもしない業界より考えもしなかっ
た物に塗装をしてみたいとの話を頂き、早速、サンプ
ル塗装を提出して性能評価を行って頂いています。こ
の商品に関してはまだ公開することができませんが、
採用が決まったときには正に、塗装によるSDGs商品
として皆さんにご報告させて頂きたいと思います。
　今回の出展により、“塗装の可能性”についてはま
だまだ奥深いものだと考えることができて大変有意義
なものになりました。
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      ２０２１年（令和３）７月－９月の主な組合活動報告 

 

（日本パウダーコーティング協同組合活動報告） 
（１）第１０４回理事会（オンライン・Zoom 使用）９月 ３日 13：10-14：30  

    参加人数 ： 理事１５名中１０名、監事２名中１名 計１１名   

 

（２）「パウダーコーティング」誌２０２１夏季号発行  ７月２１日付 

     http://www.powder-coating.or.jp/pc/  PC 誌     

 

（３）粉体塗装技術要覧第５版の作成（塗料報知新聞社発刊、パウダー協編集） 

   １１月発刊に向けて作業中。１０月１日現在初校チェック中。 

   １０月１２（済），２２日 編集会議予定 

 

（４) ＩＰＣＯ〔国際工業塗装高度化推進会議〕関係 

   ① 第４回社員総会及び第２３回理事会  ６月１６日  高橋、福田出席 
     新体制 ： 理事長   :  坂井秀也（坂井技術士事務所） 

 副理事長 :  平野克己（CEMA 専務理事）、高橋大（パウダー協理事、㈱三王） 

            理事     :  白石公郎、稲田健（㈱花菱塗装技研工業）、 

小泉雄一（㈱小泉塗装工業所） 

             監事     :  望月徳三 

             アドバイザー :  木下稔夫（TIRI 都産研）、奴間伸茂（塗料塗装技術研究所）、 

藤井俊治（㈱三菱ケミカルリサーチ）、福田良介（パウダー協）   

   ② 第２４回理事会  ７月２６日  高橋、福田  

   ③ 合同会議     ８月２０日  高橋 

   ＊ＩＰＣＯ : パウダー協は団体加入。新体制及び今後の活動方針について情報誌部分に 

掲載しています。 

 

（５）クオリコート委員会  ８月 ４日 一社）軽金属製品協会にて（リモート） 

 

（６）塗料産業 夢・ロードマップ２０４６ 初回ワーキンググループ会議  ９月１５日 

      （塗料報知新聞社，都産研，IPCO,CEMA，パウダー協） 

   

（今後の２０２１年度組合活動予定） 
   ① 第１０５回理事会（東京） １月２０日（水）頃予定      

   ② ２０２２（令和３）年賀詞交歓会   

     ２０２２年賀詞交歓会はコロナ禍の状況により判断する。１２月中旬に確定予定。 

   ③ 日本パウダーコーティング誌発行 １０月２０日、２０２２年１月２０日予定 

   ④ 粉体塗装研究会セミナー １１月９日（火）、２０２２年２月８日（火）予定     

   ⑤ 各支部における支部会等の催し  適宜 

  

 （会員企業における登録変更） 

   ☆ 賛助会員 

    ㈱桂精機製作所  ⇒ ㈱ヒートエナジーテック  

     １０月１日付で同社熱設備事業部の分社化に伴い、当組合の賛助会員登録を下記に変更 

    致しました。 

       ご担当   ： 営業統括本部 本部長 萩原 和徳様 

        住所登録 ： 横浜市港北区新羽町 964-21  
           *１１月９日の粉体塗装研究会セミナー2021-4 においてもご紹介いただきます。 

 

http://www.powder-coating.or.jp/pc/
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【第１０４回理事会議事録】 
 

 ◎ 開 催 日 ： ２０２１年（令和３年） ９月３日（金） 
 

(1) 召集年月日    ：  ２０２１年（令和 ３年） ８月１８日（７月２８日に事前確認用送付） 

(2) 開催日時及び場所  ：  ２０２１年（令和 ３年 ９月３日（金）午後１時１０分 

～ 午後２時３０分  

                    「リモート会議にて実施・Zoom 使用」 

(3) 理事･監事の数及び出席理事･監事の数並びにその出席方法： 

     理事の数１５名  監事の数２名 

出席理事の数   １５名の内   １０名本人出席（リモートにて）、 

出席監事の数    ２名の内     １名本人出席（リモートにて） 

(4) 議長の氏名     ：  渡邊 忠彦 

(5) 議事録の作成に係る職務を行った理事の氏名 :  福田良介 

 (6) 議事経過の要領及びその結果 ： 

    第１０４回理事会はコロナ禍のために引き続きリモートにて実施した。 

   新年度の４月より半年経過もコロナ禍により思った活動ができなかったが、毎月の JAPCA News 

    （適宜送付の事前送付版、臨時版含めて）の発行、パウダーコーティング誌（春季号、夏季号）、 

   粉体塗装技術要覧第５版の編集等地道には行ってきた。 

   今回の理事会はその報告も含めて２０２１年４‐９月の組合活動報告、新会員の承認を中心に 

   行い、出席役員より近況を報告していただいた。 

   承認事項、報告事項に関しては特に異議はなかった。 

    

（議事内容） 
 (1) 承認事項 

    1) 組合員、賛助会員入退会について 

       （入 会）   

        企 業 名 ： BS＆B セイフティ・システムズ㈱ 

                受 付 日 ： ２０２１年５月２８日付(入会申込書受理)  

代表者名  ： Gunnar Svensson（カントリーマネージャー） 

ご 担 当 ： 長森 崇展 （セールス Mg） 

住    所 ： 神奈川県横浜市神奈川区守屋町３－１１SG リアルティ横浜４F南 

防塵爆発防護機器並びに圧力関連機器の設計、製造、販売 

        ＊ 5/31-6/7 に理事会メンバーへの事前問い合わせを行った結果は特に異議はございま

せんでした。（仮承認）  

               ⇒ 本理事会では全会一致で承認。 

 

     2) 休会中の日本シー・ビー・ケミカル㈱についての対応 

      このコロナ禍による景気低迷で２０２０年度に続き、２０２１年度も休会措置の依頼があ

った。コロナ禍を考慮して全会一致で特別承認。 

           ☆ ２０２１年８月３１日現在会員数 

          組合員  ５０社  賛助会員  ２３社（１社休会中） 

  

(2) 報告事項 

     1) 第２６期４月－８月活動報告     

         ・ 第１０２回決算理事会（ ４月１２日 リモートにて実施） 

   ・ 第２５回通常総会（ ５月２４日 リモート及び意思決定通知書、委任状により実施）      

       ・ 「パウダーコーティング」誌発行（ＷＥＢ版）（ ４月２３日、 ７月２１日） 

コロナ禍でもあることから会員企業全社に印刷して配布 

       ・ パウダー誌編集委員会（ ４月１３日 リモート）  
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次回は１０月１２日に「きゅりあん」にて実施予定 (予定通り済)  

        ・ 粉体塗装研究会セミナー（４月の 2021-2 は中止、６月２２日に 2021-3を実施 リモ 

ート）参加者 申込人数 ５３名（各事業所で数名参加されても１でカウント） 

        ・ 粉体塗装技術要覧第５版の編集（発刊は㈱塗料報知新聞社） 

２０２１年度の組合活動の一環として実施。 

                編集委員長 ： 河合先生 

  編集委員   ： 佐川氏（関西ペイント㈱）、野村氏（日本ペイント・インダストリアル 

コーティングス㈱、柳田氏（旭サナック㈱）、壱岐氏（日鉄防食㈱）、吉田氏（日本パー 

カライジング㈱）、竹内先生（茨城大学名誉教授、研究会会長） 

  幹事       ： 塗料報知新聞社 有馬社長、藤井氏、パウダー協 福田 

          ① コロナ禍ではあるが適宜編集委員会を実施（会合形式及びリモートにて） 

                 ② 発刊は１１月を予定 

            ③ 会員向けに１冊贈呈で予算調整している。  

      ・ JAPCA News  ２１２（５月号）-２１６（９月号）  

        コロナ禍によりニュース項目が多いことから各月２－３回の事前送付版、特に急ぎの 

         場合は臨時版を配信。 

        2) 対外活動 

      ・ ＩＰＣＯ〔一社）国際工業塗装高度化推進会議〕総会、理事会及び合同部会等（４月 

９日、４月１６日、５月２８日、６月１６日（総会）７月２６日、８月２０日 主に 

リモート） 高橋大理事、福田 
 ＩＰＣＯは団体加入で高橋大理事が副理事長、福田が顧問として参画。 

      ・ ＣＥＭＡ（日本塗装機械工業会）総会 リモートによる参加） ６月１８日（金）                 

          ・ クオリコート委員会 （リモートにて） ８月４日（水） 

☆ 東京工業塗装協同組合総会, 一社）軽金属製品協会総会, ,全国中小企業団体中央会総 

会, 日本エルピーガス審査登録運営委員会は新型コロナ感染症により出席しての参加 

は中止に。   

  (3) 第２６期予算と８月３１日現在の実績  

          資料 １  ： 第２６期予算と８月３１日現在実績    

 

(4) その他 

    1) 事務局より１ ： 全体行事が中々コロナ禍によりでき難い状況であることから当面各支部 

      での活動を中心に行っていただく様要請 

        2) 事務局より２ ： 

      粉体塗装研究会セミナーの開催についての報告を実施。 

① ２０２１年度 : ２月の２０２１－１，６月の２０２１－３，１１月の２０２１－４  

   を開催もしくは予定。４月の２０２１‐２セミナーは中止。 

② ２０２２年度は２月の２０２２－１セミナーを開催予定。  

     ⇒ ここまでの報告事項については一括して福田より説明。出席役員から特に異議なし。 

 

    次に、関係団体からのご報告をいただいた。（当組合役員で他の関係団体の役員をされておら 

れる方々より） 

 

 3) ＩＰＣＯ(高橋大理事)，クオリコート（小澤理事）、ＡＢＡ（近藤監事），工塗連（高橋正 

理事・書面にて）、日塗商・青年部（社本理事）より概況他諸々。 
① ＩＰＣＯ ： 副理事長 高橋(大)  顧問 福田  

② クオリコート委員会 ： 小澤 PD 協理事（広報委員長）、近藤 PD 協監事、古川氏（日本シービーケ 

ミカル㈱）、福田 参画  一社）軽金属製品協会と共同にて委員会を構成 

③ ＡＢＡ   ： 専務理事 近藤 旭(PD 協監事)  ④ 工塗連 ： 会長 高橋 正（PD 協理事） 

⑤ 日塗商青年部 ： 社本 PD 協理事 

  

         ・ＩＰＣＯ ： この４月よりの新体制（坂井理事長、高橋大副理事長）の説明と今後の活動 
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       について（高橋大理事より）  

     ・クオリコート委員会 ： ８月４日の委員会報告と現状。（小澤理事より） 

        菊池委員長の勇退による新委員長の選任の件 ⇒ 全員が対面方式で集まれるまでペン 

ディング。２０２０年度の決算では黒字に。 

     ・ＡＢＡ  ： ＡＢＡにおける主な活動報告（近藤監事より） 

        ＡＢＡ認定資格制度 ― 工場塗装管理技術者 について 

       ⇒ この資格制度に関してはパウダー誌新年号にて掲載したいと考えている。 

                他にＳＤＧｓへの取組についても話がありました。 

            ⇒ 当組合でも初歩から始めており、パウダー誌夏季号より３－４回に分けて奴間氏に 

                ＳＤＧｓについて執筆いただいている。また、当組合企業におけるＳＤＧｓの取り 

                組み例も順次掲載していく予定。夏季号では戸﨑産業㈱を掲載。 

     ・工塗連  ： 高橋正理事より書面にていただいた（代読 福田） 

        １．９月全国大会中止、総会を WEB で行う。 

        ２．工業塗装友の会を新たな委員会として設置⇒困り事をみんなで話し合う所から始め 

ます。 

             ３．１０月には神奈川で塗装技能コンクールの展示会（神奈川県塗装組合主催）が開催 

予定。 

             ４．技能実習生の問題（新たな実習生入国出来ないし、帰国予定の人達は時給の良い地 

域へ移動してしまう）⇒私としては実習生頼みの経営から脱却して欲しいですが実 

情は簡単ではないようです。トップ工業は実習生いません。 

             ５．原材料の値上がり状況のアンケートを取ります ⇒ 塗装単価に転嫁する手立て 

     ・日塗商 ： 日塗商において関係する部分での現状。 

       青年部では CEMA と合同の事業を実施中。その中で工業用塗料のリーダーとして活動。 

             リモートでの研修活動の一環として粉体塗装研究会への協力要請があり今後進めて行 

             く。 ⇒ CEMAとの共同事業については CEMA平野専務理事からも伺っており興味を持っ 

                      ている。 

次に、他の出席者の方々より現状報告をいただいた。 

  ・ナフサの高騰により樹脂等の原材料がアップ、それに伴い塗料価格等に影響。 

  ・ステンレスも１．５倍に価格アップ。塗装設備等の価格にも影響。  等々 

                                        以上 
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製品・新製品のご紹介 

 

２０２１秋季号は筒井工業㈱とＢＳ＆Ｂセイフティ・システムズ㈱様からご依頼がござい

ました。 

 

 １．筒井工業㈱ コンサルティング事業部  ツツイ式 Ｔ-ＣＸ 

   先般 JAPCA News 等でもご紹介したコミュニケーションセミナーのご紹介です。 

   同社代表取締役社長で当組合副理事長の前島氏がＬＡＢプロファイルトレーナー 

〔ＮＬＰプロフェッショナルコーチ（ICF 認定コース）修了〕として講師をされて 

おられます。 

    

 ２．ＢＳ＆Ｂセイフティ・システムズ㈱ 

   同社は本年５月にパウダー協にご加入いただいた企業で、粉じん爆発対策機器等を 

取り扱っておられます。この関係では組合として初のご加入です。 

今回は同社で取り扱っておられる爆発防護機器、粉じん爆発抑制システム、スパー 

ク検知・消化システムのご紹介です。 

   １１月９日（火）の粉体塗装研究会２０２１－４セミナーでもご講演いただきま 

す。 

  

 

この製品・新製品のご紹介ページはパウダー協会員会社の中で特にご紹介したい製品、特

に新製品のご紹介を無料で行っています。一回の発刊で３社（Max.２ページ）までとして

います。ご活用下さい。 

                                    事務局 
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コロナ禍における全塗料と工業用焼付塗料分野における塗料種及び 

主な関係する業種の状況について 
                               （経済産業省統計より） 

 

 ２０１９年より生じている米中貿易摩擦や２０２０年に入って大きな問題となって現在も 

続いている新型コロナウイルス（ＣＯＶＩＴ-１９）の蔓延等により、日本だけでなく世界 

中の経済成長が落ち込み、２０２０年度はリーマンショック時の様な様相で失速した。 

２０２１年に入るとワクチン接種等コロナ対策も出てきたことから２０２０年より復活はし 

てきているが、２０１９年レベルまで戻るのはまだまだ時間がかかると思われる。 

特に、日本における一番のけん引役である自動車産業はこのところコロナに加えて半導体不 

足の影響が大きく影を落としている。 

１０月にコロナ禍第５波の緊急事態措置等が解除されて一気に元の状態に戻ろうとしていま 

すが、完全にコロナ禍が終息した訳ではないし、ワクチン接種は進んでいる状況下でも第６ 

波がこの冬場に来るとかなりの専門家から言われています。 

ワクチン、各種コロナ対応薬（経口薬含めて）により季節性インフルエンザの様な対応が取 

れるようになっていけば経済の方も急速に改善されていくものと考えられます。 

表-１は全塗料と工業用焼付塗料分野における塗料種及び主に関係する業種における２０２０ 

年とその前年の２０１９年を比較したもの及び２０２１年１-７月を２０１９年と２０２０年 

の同時期を比較したものである。 

 

（１）２０２０年を２０１９年から見た状況（２０２０年/２０１９年） 表－１参照 

２０２０年度の全塗料生産量は対前年比９０．４％で一番落ち込んだ５月は７４．９％で 

 あった。工業用焼付塗料分野における塗料種では水性樹脂系塗料、溶剤系焼付塗料（アミノ 

 アルキド樹脂系、アクリル樹脂系焼付乾燥型）はどれも自動車関連の影響が大きいのか８０ 

  ％台で、一番落ち込んだ５月は５５～６５％と２０１９年の半分に近い。 

粉体塗料は自動車関連の影響が幾分他の塗料種に比べて薄いこともあり、対前年比生産量 

  は９５．８％で、一番落ち込んだ７月でも８０．６％とコロナ禍の中健闘したと言える。 

７月に最低月が来ているのは受注残の関係ではないかと関係者の方々からは伺っている。 

一部、コロナ特需の業種もあるのでこの部分の貢献もあるのかもしれません。〔農業用機械 

器具の中の管理用機器（噴霧器等）や除湿器などなど〕 
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表ー１ コロナ禍における関係塗料と主な業界の状況１（生産量） 

    ２０２０年/２０１９年（暦年） （２０２０年を２０１９年から見た状況）  

経済産統計生産動態統計調査より      

製品分類 2020 年/2019 年 
2020 年 

最低月 

最低月における

2020 年/2019 年 

粉体塗料 95.8% ７月 80.6% 

全塗料 90.4% ５月 74.9% 

水性樹脂系塗料 87.0% ５月 55.3% 

アミノアルキド     

樹脂系塗料 
85.6% ５月 63.0% 

アクリル系焼付乾燥型 

塗料  
82.5% ５月 53.3% 

四輪自動車 83.3% ５月 38.9% 

二輪自動車 85.4% ５月 47.1% 

産業車両 94.8% ７月 73.1% 

完成自転車 98.2% ３月 68.6% 

土木建設機械 93.8% ５月 67.5% 

装輪式トラクター 85.7% ５月 46.0% 

金属工作機械 73.4% ５月 58.6% 

ガス機器 98.5% ５月 86.0% 

石油機器 80.2% ５月 68.5% 

分電盤 98.1% ５月 87.2% 

机 85.5% ８月 78.4% 

ミシン 75.0% ５月 44.9% 

冷凍機 81.2% ５月 46.2% 

冷凍機応用製品 87.0% ５月 65.3% 

自動販売機 80.6% ６月 63.0% 

エアコンディショナー 86.6% ５月 65.0% 

電気冷蔵庫 85.9% ２月 49.9% 

電気洗濯機 97.0% ２月 57.0% 

除湿器 117.9%    ー    ー 
 

（２）２０２１年を２０１９年及び２０２０年と比較した状況 

（２０２１年１-７月/２０１９年及び２０２０年１-７月） 

  ２０２１年１-７月の全塗料生産量は対前年比１０５．２％と増加したが、２０１９年１- 

 ７月と比較すると９２．４％で２０２０年/２０１９年が９０．４％なので戻り感は弱い。 
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工業用焼付塗料分野における塗料種の中で水性樹脂系塗料、溶剤系焼付塗料は対前年比約１ 

１０％の伸びであるが、２０１９年と比較すると９０％にも達してない。まだまだ戻ってな 

いのが現状である。 

粉体塗料は対前年比とほとんど変わらず、２０１９年と比較しても大きくは伸びてない。 

関係業種の状況を見てみると、土木建設機械、金属工作機械など対２０１９年比で１００％ 

超えしているものがあるが、半導体不足の影響もある四輪自動車などは戻り感が弱い。 

今後はコロナ禍の終息もしくは With Corona による共生による世の中の安定化、工業用焼付 

塗料分野で大きな影響を及ぼす自動車関連産業の復活、家電分野などで影響が大きい購買意 

欲の増強などが鍵となると考える。 

 

表ー２ コロナ禍における関係塗料と主な業界の状況２（生産量） 

 ２０２１年１-７月/２０１９年及び２０２０年１-７月 

＊年途中の為１-７月データより       経済産統計生産動態統計調査より 

製品分類 
2021.1-7 / 

   2020.1-7 

2021.1-7 / 

  2019.1-7   

粉体塗料 100.9% 97.4%  

全塗料 105.2% 92.4%  

水性樹脂系塗料 112.4% 89.5%  

アミノアルキド     

樹脂系塗料 
108.3% 88.1%  

アクリル系焼付乾燥型 

塗料 
109.1% 83.2%  

四輪自動車 114.7% 84.4%  

二輪自動車 141.4% 119.6%  

産業車両 104.5% 94.2%  

完成自転車 108.5% 105.9%  

土木建設機械 120.4% 102.6%  

装輪式トラクター 140.5% 107.2%  

金属工作機械 166.2% 105.8%  

ガス機器 108.5% 103.4%  

石油機器 117.8% 93.4%  

分電盤 99.6% 102.0%  

机 104.7% 89.7%  

ミシン 153.4% 96.3%  

冷凍機 128.8% 94.2%  
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冷凍機応用製品 103.4% 84.1%  

自動販売機 77.5% 61.8%  

エアコンディショナー 102.8% 83.3%  

電気冷蔵庫 107.7% 75.0%  

電気洗濯機 97.6% 89.8%  

除湿器 122.5% 120.8%  
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